
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
第
13
回
刃
物
供
養
菜
祭

【
日
時
】

12
月
６
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

　

平　

日　

８
時
30
分
～
17
時

　

土
・
日　

10
時
～
16
時

【
場
所
】
(協)
土
佐
刃
物
流
通
セ

ン
タ
ー
（
土
佐
山
田
町
上
改
田
）

【
内
容
】

・
不
要
刃
物
の
供
養

・
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置

・
再
生
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

・
鍛
造
体
験
教
室
（
土
・
日
の

13
時
～
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

・
刃
物
研
ぎ
200
円
～
（
Ｚ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ｉ
商
品
は
無
料
）

※

土
・
日
依
頼
分
は
、
当
日
返

却
。
平
日
依
頼
の
あ
っ
た
物
、

お
よ
び
ハ
サ
ミ
類
は
お
預
か
り

し
、
後
日
返
却
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(協)
土
佐
刃
物
流
通
セ
ン
タ
ー

☎
52

・

０
４
６
７

（
土
佐
打
刃
物
技
伝
職
集
団　

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
）

◆
天
空
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

土
佐
山
田
町
佐
竹
（
天
空
の

郷
）
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、

音
楽
ラ
イ
ブ
や
佐
竹
自
治
会
が

作
っ
た
手
料
理
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
（
飲
み
物
・
お
弁
当
は
各

自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
。

【
日
時
】
11
月
23
日
（
日
）

集
合
時
間…

10
時

【
集
合
場
所
】
佐
岡
小
学
校

【
行
程
】

10
時
20
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

ー
ト
→
12
時
佐
竹
に
到
着
予
定

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

　　
(山田高校マンガ部)

→
ラ
イ
ブ
・
昼
食
→
13
時
30
分

下
山
開
始
→
15
時
解
散
予
定

【
ラ
イ
ブ
】

・
高
知
工
科
大
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
バ
ン
ド

・
大
目
真
壱
＆
ロ
ス
ト
マ
テ
ス

※

佐
竹
の
会
場
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

佐
岡
地
区
公
民
館
長
（
宗
石
）

◆
小
松
神
社
の
餅
投
げ

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
本
殿

屋
根
瓦
の
ふ
き
替
え
工
事
が
、

無
事
完
成
し
ま
し
た
。
祝
い
の

餅
投
げ
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
23
日
（
日
）

13
時
20
分
頃
（
秋
季
例
大
祭
の
神

事
終
了
後
）

【
場
所
】
小
松
神
社
（
物
部
町

別
役
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

神
社
総
代
（
岡
本
）

◆
龍
河
洞
ク
リ
ス
マ
ス

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

龍
河
洞
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
（
12
月
23
日
開

催
）
の
ナ
イ
ト
カ
フ
ェ
を
、
ご

自
身
が
お
持
ち
の
電
飾
で
自
由

に
飾
り
付
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
実
行
委
員
会
ま
で
。

【
締
切
日
】
11
月
20
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
実
行
委
員

会
（
香
美
市
観
光
協
会
内
）　

☎
52

・

９
８
８
０

▼
今
年
の
刃
物
ま
つ
り
は
、
晴

天
に
も
恵
ま
れ
て
大
勢
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
か
か
し

の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
ま
し

た
が
、
突
き
抜
け
る
よ
う
な
青

空
を
背
に
、
ど
の
か
か
し
も
誇

ら
し
げ
に
見
え
ま
し
た
。
自
分

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
包
丁

を
購
入
。
今
度
、
自
分
で
釣
っ

た
魚
を
お
ろ
す
時
に
使
っ
て
み

る
予
定
で
す
。　

  　

（
小
松
）

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

た
だ
い
ま

ばれる広葉の大木

があり、葉は古来

から紙の代用で、

この手紙を飛脚が

届けたという。

　大忍庄は、夜須

・芸西の山間部、

香我美、そして槙

山村と西川にまたがる大荘園で熊野社、北条得宗

家、鎌倉極楽寺、熊野新宮社と変遷しながら長宗

我部の時代まで続いた。北条時頼の時代から北条

得宗家が支配し、弘安６年（１２８３）、執権時宗

が鎌倉極楽寺（律宗僧忍性）へ寄進した。それか

ら元弘の乱までの約半世紀、鎌倉極楽寺領として

存続した。律宗は得宗家と結んで、太平洋航路で

元・明と交易するなど、大忍庄を拠点に、活発な

水陸交通に深く関わった。土佐材も鎌倉へ運んだ

ようで、信州から杣人※が来た記録がある。

　公文・別役・

専 当（ 仙 頭 ）な

ど、荘園の役職

名が地名や名字

に残ることでも

村の歴史の古さ

が分かる。

（香美史談会）

※きこりのこと。

　市宇は、国道１９５号線

を物部町大栃から東へ、車

で２０分ほど行った所にあ

る小集落だが、その歴史は

古いようである。古文書に

は『居中』とか『一宇』と

記述されている。

　古土居には城跡が残って

おり、墓標には、屋島源平

の合戦に参加して敗れた讃岐の城主・小原玄蕃と

ある。城跡は三方を急傾斜に囲まれ、一部に土塁

を残している。約１３０㎡の規模があり、古道土佐

阿波往還（四足峠）を抑える位置である。

　土佐州郡志や南路志などに、「地蔵堂が土居に

あり。古えには極楽寺あり。古城跡、勘解由左衛

門これに居る」と書かれている。また、地蔵堂が

ある土地の字名を『寺バエ』といい、その昔、こ

の土地に寺があったことが分かる。地蔵堂には雲

版（禅宗の鳴仏

具）があり、別

役観音寺や岡ノ

内誓渡寺、仙頭

光明寺と共に、

室町時代は禅宗

の寺であったよ

うである。境内

にタラヨウと呼

いにし

おおさとのしょう

そまびと

げんこう

ぱん

うん

く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ド

ゥ
シ
ッ
ト
王
宮
に
あ
る
ウ
イ
マ

ン
メ
ー
ク
宮
殿
は
、
総
チ
ー
ク

材
で
で
き
た
世
界
一
大
き
な
建

物
で
す
。
ジ
ム
・
シ
ン
プ
ト
ン

・
ハ
ウ
ス
は
タ
イ
の
伝
統
的
な

建
物
の
一
例
で
す
。

　

バ
ン
コ
ク
は
比
較
的
治
安
が

よ
い
で
す
が
、
大
き
な
問
題
は

交
通
事
故
で
す
。
自
然
災
害
は

少
な
い
で
す
。
２
０
１
１
年
に

大
洪
水
が
あ
り
、
都
市
機
能
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
死
者

は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
洪
水

は
め
っ
た
に
な
い
で
す
が
、
洪

水
は
バ
ン
コ
ク
周
辺
で
定
期
的

に
お
き
ま
す
。

　

タ
イ
の
伝
統
的
料
理
で
人
気

が
あ
る
の
は
、
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン

や
ソ
ム
タ
ム
、
ト
ム
カ
カ
イ
、

ガ
ン
デ
ー
ン
等
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
約
２
年
香
美

市
に
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲市宇地蔵堂

▲雲版

No.９０

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
！
私
は
カ
ワ
ン
チ
ャ
イ
で

す
。
日
本
で
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

は
高
山
勝
気
で
す
。
バ
ン
コ
ク

の
チ
ュ
ラ
ロ
ク
コ
ン
大
学
で
水

資
源
の
研
究
者
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
高
知
工
科
大
学
地
理

学
の
高
木
研
究
室
で
、
水
文
学

（
地
球
上
の
水
循
環
を
対
象
と

す
る
地
球
科
学
の
１
分
野
）
の

解
析
学
に
関
す
る
博
士
論
文
を

書
い
て
い
ま
す
。

　

香
美
市
は
自
然
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
町
で
、
研
究
生
活
に
最

適
で
す
。
香
美
市
に
来
て
８
ヵ

月
ぐ
ら
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
、

バ
ン
コ
ク
や
タ
イ
料
理
に
興
味

を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
う
れ
し

い
で
す
。

　

バ
ン
コ
ク
は
タ
イ
の

首
都
で
す
。
バ
ン

コ
ク
は
旅
行
先
と

し
て
人
気
が
あ
り

ま
す
。
仏
教
の
お

寺
や
王
宮
は
、
多

香美史

記訪探

第6４回
大忍庄と市宇

（物部町市宇）　

２６Kami

掲　

示　

板

市宇

別役

●城跡

やなせたかしＣ

土佐打刃物　タンちゃん

来た記録がある。

役

●城跡

地蔵堂●

市宇

国
道
195
号
線

至 

別
府

別役

頭 ）な

の役職

や名字

とでも

の古さ

会）

別別役

至 

岡
ノ
内
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